






事業ハイライト スタメングループ

TUNAG事業のARRは前年同期比で+5.8億円増加。

FANTS事業は継続的に全指標が大きく伸長。

TUNAG TUNAG

利用企業数 ※2

TUNAG TUNAG

売上高ストック比率 ※3ARR ※1 平均MRR ※2

前年同期比 +5.8億 前年同期比 +251社 前年同期比 ▲1千円 前年同期比 +1.5pt

36.6億円 1,517社 201千円 85.4%
（前年同期末 30.7 億） （前年同期末 1,266社） （前年同期末 202千円） （前年同期末 83.9%）

FANTS FANTS

運営コミュニティ件数 ※2

FANTS FANTS

売上高ストック比率 ※3ARR ※1 平均MRR ※2

前年同期比 +2.2億円 前年同期比 +234件 前年同期比 +8千円 前年同期比 +16.8pt

5.5億円 724件 63千円 79.7%
（前年同期末 3.2億） （前年同期末 490件） （前年同期末 54千円） （前年同期末 62.9%）

※1：四半期末時点のストック収益（MRR）に12を乗じた金額

※2：TUNAG / FANTS の利用企業数、運営コミュニティ件数、平均MRRは、各四半期末時点の実績を記載しております。

※3：TUNAG / FANTS の売上高ストック比率は、期末時点のものではなく、四半期の累計実績を記載しております。 3



業績ハイライト スタメングループ

売上高は前年同期比で +19.8% とトップラインの成長基調を維持。

利益率改善が順調に進んでおり、営業利益率14.7%で着地。

2025/12期 3Q 
（前年同期）

1,025
723

70.5%

44
4.4%

48
31

2026/12期 2Q 
（前四半期）

1,140
851

74.7%

127
11.2%

129
86

2026/12期 3Q 
（当四半期）

1,228
908
73.9%

180
14.7%

184
123

前年同期比

+19.8%
+25.5%

+3.4pt

+301.5%
+10.3pt

+283.7%
+297.9%

前四半期比

+7.7%
+6.6%
-0.8pt

+41.8%
+3.5pt

+42.6%
+42.5%

（百万円）

売上高

売上総利益

利益率

営業利益

利益率

経常利益

当期純利益
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四半期売上高の推移（連結） スタメングループ

グループ全社での四半期連結売上高が12億円を突破。

前四半期の一時的な減収から反転し、再び成長基調へ。

売上高

(単位：千円)
1,400,000 四半期売上高の推移

1,143,549
1,140,924
1,228,406

1,200,000

200,000 158,163147,035138,835123,033111,60096,05465,76242,26535,68423,28011,7910
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

FY2020FY2018 FY2019
※連結対象：FY2022 1Qより株式会社STAGE、FY2023 1Qより株式会社スタジアムを連結対象としています。

176,684

4Q

196,201

1Q

233,732219,832

2Q 3Q
FY2021

264,034

4Q

285,955

1Q

344,907
293,489

2Q 3Q
FY2022

370,672

4Q

411,661

1Q

482,158456,458

2Q 3Q
FY2023

528,866

4Q

577,604

1Q

709,209
652,544

2Q 3Q
FY2024

753,214

4Q

812,384

1Q

1,079,144
1,025,566

900,720

2Q 3Q 4Q
FY2025

1Q 2Q
FY2026

3Q

1,000,000

800,000

600,000

400,000

連結※
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四半期営業損益の推移（連結） スタメングループ

第3四半期の営業利益は約1.8億円で、四半期での過去最高を更新。

利益を生み出す力が着実に高まっていることを示す結果に。

営業損益

(単位：千円)

200,000

175,000

150,000

125,000

100,000

75,000

50,000

25,000

0

-25,000 -21,657

-50,000 -47,671

-75,000
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

FY2018 FY2019
※連結対象：FY2022 1Qより株式会社STAGE、FY2023 1Qより株式会社スタジアムを連結対象としています。

2Q 3Q

FY2020

4Q 1Q 2Q 3Q

FY2021

4Q 1Q 2Q 3Q

FY2022

4Q 1Q 2Q 3Q

FY2023

4Q 1Q 2Q 3Q

FY2024

4Q 1Q 2Q 3Q

FY2025

4Q 1Q 2Q

FY2026

3Q

四半期営業損益の推移 180,461
155,414

138,082

105,701

127,231

60,593
47,434

60,765
44,942

5,431

-1,094 -3,642

17,982

-2,923

9,986
717 4,956

11,719 16,232 19,516
27,900 32,077

52,125 49,109

24,254
36,481

54,918

27,914

-23,086
-17,676 -19,256

-32,497
-41,910

連結※

連結※
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B/Sの状況 スタメングループ

流動比率は200.5%、自己資本比率は61.7%と財務安全性を堅持。

2026年 第3四半期末
自己資本比率 61.7%自己資本比率 60.5%

2025年 期末

流動負債
(+118)
954流動負債

835 現金預金
1,397
(+291)

現金預金
1,105 固定負債

(▲25)
54固定負債

79

流動資産
1,912
(+343)

流動資産
1,568

純資産
1,536

純資産
1,769
(+232)固定資産

(▲18)
865固定資産

883
単位：百万円
（前期末比）
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キャッシュ・フロー計算書 スタメングループ

営業CFは第2四半期に続き安定的に積み上がり、

第3四半期までの当期FCFは274百万円と、プラス幅がさらに拡大。

2024/12

期末

391

2025/12

期末

2026/12

1Q

61

-4

56

-12

1,150

2026/12

2Q

171

-25

146

-72

1,179

2026/12

3Q

305

-30

274

17

1,397

（百万円）

0営業活動によるキャッシュ・フロー

-310 -27投資活動によるキャッシュ・フロー

81 -26フリー・キャッシュ・フロー

-37 44財務活動によるキャッシュ・フロー

1,087 1,105現金および現金同等物の期末残高
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利用企業数と平均MRRの推移 TUNAG

利用企業数は前四半期から57社増え、1,517社に到達。

平均MRRは再び上昇に転じ、201千円で着地。

利用企業数

(単位：社)

1,600

1,400

1,200

1,000

800

600

400

200

0

103

31

1Q

111 109

9361

2Q 3Q
FY2018

111

123

4Q

126

155

1Q

134 139

226198

2Q 3Q
FY2019

151

249

4Q

152

279

1Q

157155

310293

2Q 3Q
FY2020

160

323

4Q

160

349

1Q

167
161

394376

2Q 3Q
FY2021

171

422

4Q

173

452

1Q

178177

526
483

2Q 3Q
FY2022

181

570

4Q

185

605

1Q

187185

711
651

2Q 3Q
FY2023

189

767

4Q

195

819

1Q

196194

972
888

2Q 3Q
FY2024

196

1,056

4Q

198

1,116

1Q

200

1,195

2Q

202

1,266

3Q
FY2025

202

1,344

4Q

202

1,404

1Q

201
199

1,5171,460

2Q 3Q
FY2026

平均MRR

(単位：千円)

210
200
190
180
170
160
150
140
130
120
110
100
90

利用企業数と平均MRRの推移

※利用企業数

平均MRR（単位：千円）

※上記図表に記載の数値は、各四半期末時点のものを記載しております。
※プラットフォーム関連収益に加えて、付帯サービスによる各種収益の規模が拡大してきたため、FY2025 2Qの開示より、過去の数値も含めて、これらの収益を合算した形で収益推移を公表しております。
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四半期売上高と収益比率の推移 TUNAG

TUNAG事業全体の四半期売上高が10億円の大台に到達。

前年同期比 +17.9% と、着実な成長を継続。

四半期売上高

(単位：千円)

1,100,000

1,000,000

900,000

800,000

700,000

600,000

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0

79%

11,791​

1Q

84%

23,279​

2Q

35,681​

3Q

89%

42,265​

4Q

84%

65,762​

1Q

80%
76%

111,600​96,054​

2Q 3Q
FY2019

87%

123,030​

4Q

89%

138,835​

1Q

91%89%

157,385​146,921​

2Q 3Q
FY2020

90%

170,141​

4Q

四半期売上高と収益比率の推移
95% 93%93% 93% 93% 92%92% 92%90% 90% 88%

420,173
384,107

356,271
321,725​294,853​

260,269​258,202​
227,050​207,761​196,102​182,532​

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q
FY2021 FY2022 FY2023

91%

464,084

4Q

91%

505,725

1Q

91%90%

618,111
560,925

2Q 3Q
FY2024

90%

668,961

4Q

89%

730,580

1Q

89%
84%

893,011

780,105

2Q 3Q
FY2025

86%

927,926

4Q

992,923
85%

1Q 2Q
FY2026

3Q

979,476
88% 85% 1,052,697 千円


（YoY +17.9%）

75%

プロフェッショナルサービス収益：フロー ※2

プロフェッショナルサービス収益：ストック

プラットフォーム収益：フロー ※2

プラットフォーム収益：ストック ※1

売上高ストック比率

※1

※1：TUNAGのシステム利用料と付帯サービスの期間契約売上　

※2：TUNAGの導入初期費用および単発の付帯サービス売上

FY2018
12



プラットフォーム収益の推移 TUNAG

TUNAGの利用料と初期費用を合わせた「プラットフォーム収益」は、

着実な成長を継続し、前年同期比 +20.0% で推移。

プラットフォーム収益の推移
94%93% 93% 92%92% 93%

プラットフォーム収益

(単位：千円)

1,000,000

900,000

800,000

700,000

600,000

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0

92%

356,739
384,938

421,626
465,033

495,495
545,471

595,144
648,984

699,065
736,935

799,029
839,010

896,020 912,184

93%

958,604 千円

（YoY +20.0%）

94%94% 93%93%93% 92% 91%

フロー収益 ※2

ストック収益 ※1

売上高ストック比率

1Q 2Q
FY2023

3Q 4Q 1Q 2Q 3Q
FY2024

4Q 1Q 2Q
FY2025

3Q 4Q 1Q 2Q
FY2026

3Q

※1：TUNAGのシステム利用料の期間契約売上　

※2：TUNAGの導入初期費用
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プロフェッショナルサービス収益の推移 TUNAG

フロー収益が大半を占めるプロフェッショナルサービス収益は、

2Qの一時的な減少から反転し、過去最高に迫る94百万円を計上。

プロフェッショナルサービス収益

(単位：千円)

110,000

100,000

90,000

80,000

70,000

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000 66 121 219

0
0% 0% 0%

1Q 2Q 3Q

※1：TUNAG付帯サービスの期間契約売上　

※2：単発の付帯サービス売上

※3：プロフェッショナルサービスの概要については補足資料「TUNAG事業の全体像」ページを参照

FY2023

プロフェッショナルサービス収益の推移※3

94,092 千円

（YoY +0.1%）

93,982
88,916

96,903

67,292

10,230
8%

15,454

8%

26%

22,966

19%

19,976

31,515

13%

43,169

フロー収益※2

売上高ストック比率

ストック収益※18%10%
7%6% 6%5%2,921

0%

4Q 1Q 2Q 3Q

FY2024

4Q 1Q 2Q 3Q

FY2025

4Q 1Q 2Q

FY2026

3Q
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主要な広告宣伝費の推移 TUNAG

第3四半期の主要な広告宣伝費は約1.4億円で、Web広告と展示会が中心。

チャネル別に投資対効果を見極め、当面は効率重視の運用を継続。

四半期広告宣伝費

(単位：千円)

200,000

175,000

150,000

125,000

100,000

75,000

50,000

25,000

0

※1 ：タクシー広告、CM映像制作費等

※2：HR EXPOなどの大型展示会の出展費用等

※3：SNS広告、リスティング広告、ディスプレイ広告等

33,300

1Q

39,205 42,042

55,675
65,402

84,301

65,657

88,920

四半期広告宣伝費の推移

185,070
173,066

157,038

132,116
142,382認知獲得（マス広告）※1

134,143 136,204 137,779展示会 ※2

126,077リード獲得（Web広告）※3

110,567

70,464

2Q

FY2022

3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

FY2023

4Q 1Q 2Q 3Q

FY2024

4Q 1Q 2Q 3Q

FY2025

4Q 1Q 2Q

FY2026

3Q
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https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000380.000023589.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000393.000023589.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000392.000023589.html






運営コミュニティ件数と平均MRRの推移 FANTS

運営コミュニティ件数は前四半期から57件増え、724件に到達。

平均MRRは63千円と、緩やかな上昇基調を継続。

運営コミュニティ件数

(単位：件)

800
137

700

600

500

400

300 5058

200
138

100 94

4329
0

1Q 2Q 3Q 4Q
FY2021

※：上記図表に記載の数値は、各四半期末時点のものを記載しております。

44

181

1Q

52

135131

2Q 3Q
FY2022

129

4Q

126

1Q

140130

2Q 3Q
FY2023

140

4Q

136

1Q

166151

2Q 3Q
FY2024

56

187

4Q

288

49

1Q

490

414

5453

2Q 3Q
FY2025

566

58

4Q

607

61

1Q

667

60

2Q
FY2026

724

63

3Q

平均MRR

（単位：千円）

140

120

100

80

60

40

20

0

運営コミュニティ件数と平均MRRの推移

105

90
84

88
94 93

97 95

85
79

運営コミュニティ数
平均MRR（単位：千円）
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四半期売上高と収益比率の推移 FANTS

FANTS事業の四半期売上高は165百万円と、前年同期比 +35.0% の高成長。

ストック収益の積み上がりにより、売上高ストック比率は80%に到達。

四半期売上高

(単位：千円)

180,000

160,000

140,000

120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0

53%

13,668

1Q

57%

23,729

2Q

58%

25,970

3Q

53%

36,983

4Q

27,752

1Q

46,201

31,260

2Q 3Q
FY2022

48,946

4Q

51,180

1Q

65,860

53,411

2Q 3Q
FY2023

50,841

4Q

62,855

1Q

48%46%

81,15379,455

2Q 3Q
FY2024

44%

72,543

4Q

51%

74,634

1Q

63%

111,787 122,490

51%

2Q 3Q
FY2025

143,776

66%

4Q

75%

142,275

1Q

77%

151,424

2Q
FY2026

80%

3Q

165,417千円 

(YoY+35.0%)

四半期売上高と収益比率の推移
78%

72%

85%
82%

77%

68%
70%

63%

57%

フロー収益※2

ストック収益 ※1

売上高ストック比率

※1：FANTSのシステム利用料（月額課金）

※2：FANTSの初期費用、プロモーションサイト制作費など

FY2021 20
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売上高進捗率と四半期毎の売上構成比 スタメングループ

当社はSaaSビジネスをメイン事業としており、例年、3Q・4Qの寄与度が大きい。

3Q時点の予算進捗率は68.1%と前年を下回るが、引き続き、通期での達成を目指す。

FY2026 通期業績見通し 5,155百万円

▲3.7pt

23.8%​22.1%​22.2%​FY2024

1Q 2Q 3Q

FY2025 通期業績 3,817百万円

4Q

21.3%​ 23.6%​ 26.9%​ 28.3%​FY2023

1Q

※FY2026の進捗率は業績予想に対しての進捗率、FY2025の進捗率は実績に対しての進捗率

2Q 3Q 4Q
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2026年12月期  通期業績見通し スタメングループ

売上高は3Q累計で3,512百万円、通期見通しに対する進捗率は68.1%。

各段階利益は75%超の進捗で、利益面では見通し達成に向け順調に推移。

FY2026（業績見通し）

上期実績 下期予想

2,284 2,871

通期予想

5,155

FY2026（実績）

3Q実績 3Q累計

1,228 3,512

上期実績

2,284

通期進捗率

68.1%

（百万円）

売上高

232 318 550 232 180 413 75.2%営業利益

237
※

158

321
※

208

558
※

366

237
※

158

184
※

123

421
※

281

75.6%経常利益

77.0%当期純利益

※当期純利益の算定にあたって、法人税等は税引前当期(四半期)純利益に対する税効果会計適用後の見積実効税率を乗じて見積計上をしております。

　法人税等には税効果会計の影響を加味して算定しておりますが、実績の業績動向に基づく繰延税金資産の回収可能性の見直しによって、実際に計上される金額と予想数値と異なる場合があります。これにより、当期純利益の実績金額が変動する可能性があります。
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会社概要 スタメングループ

社名

創業

所在地

代表者

従業員数

事業内容

グループ会社

(連結対象)

株式会社スタメン

2016年8月1日（設立：2016年1月29日）

東京本社：東京都千代田区麹町6-6-2
名古屋本社：名古屋市中村区下広井町1-14-8

大西 泰平

連結：230名（2026年9月末時点）

従業員体験向上プラットフォーム「TUNAG」の企画・開発・運営
クラウドセキュリティサービス「Watchy」の企画・開発・運営

株式会社スタジアム
株式会社STAGE
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Mission / Vision / Values スタメングループ

Mission

１人でも多くの人に、

感動を届け、幸せを広める。
、感動を届けるとで、人と組織、をより良くくで

広げ幸せのつ
 や にく くるや

をるやを届けるとで感動を、幸せのを広げく
のでり、のでで。

Vision

Value

人と組織で勝つ
スタメンが目指すのは、人と組織の力で成果を生み出し続ける会社。

個の強さとチームの力が調和し、共に挑戦し、共に勝ち続ける。

「Win as One」という言葉には、

そんな組織のあり方への願いが込められています。

スタメンは、事業においても経営においても

「人と組織で勝ち続ける」状態を追い続けます。

Get Things Done
やり遂げる

Buff the Team
チームにバフを

More and Better
より良く、より早く
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TUNAG事業が向き合う課題「日本国内の労働供給における重要なポイント」 TUNAG

労働供給の制約と低い生産性が常態化する国内市場において、企業の持続的成長には

組織力の強化による、一人当たり生産性の最大化が重要となっている。

労働人口減少による人手不足
日本の労働力人口の推移予測（2015年〜2060年）

⁨⁩（万人）
7,682​8,000 7,341​

7,085​
6,778​7000 6,343​

5,787​
6000 5,353​

5,001​
4,706​5000 4,418​

4000

3000

2000

1000

2025 2040 2045 2050 20602015 2020 2030 2035 20550

出所：（左図）総務省「情報通信白書 平成26年版」　（右図）日本生産性本部「労働生産性の国際比較2023」を元に当社作成

海外と比較して低い生産性
OECD加盟諸国の労働生産性（2022年・就業者1人当たり／38カ国比較）

アイルランド 255,296​1

ノルウェー2

ルクセンブルク3

米国4

スイス5

OECD平均

219,359​

182,738​

160,715​

157,639​

115,454​

31 日本 85,329​
労働生産性（購買力平価換算USドル）

32





TUNAG事業が向き合う課題「産業別に見る日本国内の労働人口の未来」 TUNAG

生活インフラを支える現場産業で人手不足が常態化する局面において、

ノンデスク領域の定着率と生産性を底上げするプラットフォームの価値は、一層高まると見込まれる。

（万人）
2400

2200

2000

1800

1600

1400

1200

1000

800

99600 万人
余剰 30万人 4万人400 余剰 2 不足万人 7374​275​ 万人228​ 余剰 185​ 不足200 258​ 115​ 181​ 62​117​

55​0
建設 金融・保険


不動産
農林水産業


鉱業
公務 電力・ガス


水道

出所：パーソル総合研究所・中央大学「労働市場の未来推計 2030」

21万人
不足

392​

372​

運輸・郵便

28万人
不足

203​
176

教育

31万人
不足

206​
175​

通信

情報サービス

製造業 卸売・小売 医療・福祉 サービス

400万人
不足

2101​

供給

需要

供給余剰

供給不足 1701​

810​

38万人
不足

771​

1129​

60万人
不足

1070​

187万人
不足

1367​

1180​
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課題解決のカギとなる「エンゲージメント」 TUNAG

世界的な調査機関による定量データにおいて、エンゲージメントの高い組織は

収益性や生産性が著しく高く、離職等のリスク指標も大幅に抑制されていることが実証されている。

業績・成果が向上

株価収益率

リスク・損失が低下

事故+47% -50%

収益性 品質の欠陥+22% -41%

生産性 離職率+21% -40%

顧客満足度 欠勤+10% -37%

エンゲージメントスコアが上位25%・下位25%のチームの中央値の差

出所：GALLUP「Engagement Effect on Key Performance Indicators」を元に当社作成 35



働きがいと業績の相関関係 TUNAG

組織状態と業績の相関分析において、「働きやすさ」と「やりがい」を両立する組織は

43%超の売上成長を記録しており、高成長を実現するには「働きがい」が不可欠である。

「働きやすさ×やりがい」 4つの職場タイプ 4つの職場タイプごとの売上の対前年伸び率
50

45

40

35

30

25

20

15

10

5

0

高高 43.6%CC AA働

き

や

す

さ

が

あ

る

働

き

や

す

さ

が

あ

る

ぬるま湯職場ぬるま湯職場 いきいき職場いきいき職場
働きやすいが、

やりがいがない
働きやすいが、

やりがいがない

働きやすく、

やりがいがある
働きやすく、


やりがいがある

22.0%A
DD BB

しょんぼり職場しょんぼり職場 ばりばり職場ばりばり職場
B働きやすくもなく、


やりがいもない
働きやすくもなく、


やりがいもない
働きやすさはないが、


やりがいがある
働きやすさはないが、


やりがいがある 6.5%

D

しょんぼり職場

6.0%

C

ぬるま湯職場いきいき職場 ばりばり職場やりがいがあるやりがいがある 高高
出所：「働き方改革」で業績は向上するのか？〜“働きやすさ”、“やりがい”と業績の関係〜 36








































